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応⽤例・⽤途

• ⾳の細かな⾼さの聞き
分けをする「聴覚フィ
ルタ」は聴覚障害者で
は健聴者に⽐べて帯域
幅が広くなり、周波数
を細かく分離する能⼒
が低下
→⾳声の聞き取りやす
さが低下

• あらかじめ、周波数軸
上で情報を圧縮するこ
とによって、フィルタ
が広がっていても ⾳
声の明瞭性を保つ処理

• 難聴者への聞き取り実
験で、⾳声明瞭度が上
昇（Yasu et al., 2004）

研究概要
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補聴器、⼈⼯内⽿、⾳声強調処理、騒がしい環境での⾳声明瞭性の確保
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（１）⼊⼒⾳を周波数に変換する
（２）周波数（スペクトル）の包絡

（おおよその形）を抽出する
（３）帯域に分割する。
（４）各帯域で周波数軸で圧縮する
（５）周波数成分を元の⾳信号に戻す
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